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Xバンドドップラーレーダを用いた強風ナウキャスト手法
Nowcast of high winds by using X-band doppler radar network
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１．はじめに
強風や突風などの風災害は水・土砂災害に比べて直接の被害規模は小さいが，交通機関や建設現場への被害が発生する

と，その経済的損失は多方面に影響を及ぼすことになる．風災害を軽減するためには，強風の監視予測技術の開発が急
務であるが，気象の物理モデルによる突風予測は困難である．それを補う手法として，ドップラーレーダによる風の観
測値を監視し，その移動を予測する手法が有効であると考えられる．本研究では，強風の短時間予測を目的として，ドッ
プラーレーダデータを用いた強風ナウキャスト手法を開発し，事例検証した成果を発表する．

２．研究の内容
２．１　強風ナウキャスト手法の概要
入力データとして用いるのは，関東地方で運用されている研究用 Xバンドドップラーレーダネットワーク (X-NET)か

ら得られた風向と風速の 500mメッシュ観測データ（高度 1000m，5分間隔）である．強風ナウキャスト手法は 1)移動
ベクトル算出，2)強風域の時間外挿，3)地上風速の推定，の手続きを経て 1時間先までの強風域の場所と出現時刻を予
測する手法である．移動ベクトルの算出は，過去 3時刻分の観測値から運動学的手法を応用して移流モデルの係数を同
定し強風域の移動ベクトルを推定する．強風域の時間外挿は，現時刻の強風域を移動ベクトルにより時間外挿すること
により，1時間先までの強風域を予測する．地上風速の推定は，高度 1000mで予測された風速を初期値地上観測値でバ
イアス補正するか，もしくは対数則のプロファイルを仮定して地上風速を推定する．
移動ベクトルの算出には，強風域（15m/s以上）だけを用いることで，移動方向や移動速度を良好に再現することが確

認できた．また，ドップラーレーダから得られる風の領域が限られていることや，弱風域の予測を行うことによる見逃
しの危険性を避けるために，予測対象を強風域だけに絞ることとした．
２．２　強風災害事例による検証
2008年 4月 18日の南岸低気圧に伴う関東地域の強風災害を対象とした．本事例は低気圧にともなう前線の影響で午

前 7時から 10時にかけて，神奈川から千葉の各所で強風災害が発生した事例である．
本事例に強風ナウキャスト手法を適用した．図には羽田空港における 8時 10分を初期値とした 1時間先までの強風予

測値を観測値と比較した．強風の予測値は観測値との対応が良く，8時 45分頃から風速が 10m/sを越え，その後急激に
強くなった風速が 9時頃に 20m/sを越えることが約 1時間前にほぼ的確に予測されている．羽田空港における強風予測の
初期時刻を変えて，50分後の予測値と観測値との相関を調べた結果，両者には良好な正の相関があり，相関係数は 0.81，
RMS誤差は 3.9m/sである．20m/sの強風に対する風速予測誤差は 20%程度であり，50分先の強風予測としては実用上
十分な精度を持っているといえる．

３．おわりに
本研究により，レーダ実況に基づく強風ナウキャスト手法は，物理モデルが不得意とする短時間予測を補う予測手法と

して効果的であることが分かった．ただし，ここで対象とした強風事例は前線の移動にともなうもので，比較的移動ベク
トルの算出が容易な事例であると考えられ，他の気象要因による強風解析事例を蓄積し，強風ナウキャスト手法の検証
を行っていくことが必要である．また，ドップラーレーダによる風の観測は雨域に限定されるため，雨域以外の風を推
定するデータ同化などの手法と組み合わせることにより，風予測の空白域を補完する手法を開発することも必要である．
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